
『ジーニアス英和辞典』（第５版）（G5）の発

音記号についてお尋ねします。イギリス発

音では，従来の//の記号の代わりに新しく/ /

という記号が使用されています。この記号は英英

辞典では見られますが，私の知る範囲では日本の

辞書では見たことがありません。G5がこの記号

を使用するようになった理由を教えて下さい。こ

れは//の発音が変化したからでしょうか。//と

/ /の違いを教えて下さい。 （東京都 H.I.）

標準英国発音（英音）における lotや

topの母音の表記に/ /という記号を

採用したのは，日本の英和辞典としてはG5が初

めてです。そのため，この記号の使用について同

様の疑問をお持ちの読者も多くおられることでし

ょう。有益なご質問をお寄せいただき，ありがと

うございます。

G5で//の記号を/ /に変更した理由ですが，

//の発音が変化したからではありません。また，

発音表記を精密化しようとしたわけでもありませ

ん。今回の変更は，牧野（2006）がいみじくも批

判している日本独特の発音表記方式の不備を是正

することが第一義的な理由でした。同時に，//の

記号が長年学習者に与えてきた誤解を解消するた

めにも変更が必要でした。

まず，音声事実を確認しておきましょう。従

来，日本の英和辞典では，lawや talkの母音は

/ /と表記され，lotや topの英音の母音は//と

表記されてきました。前者は長母音，後者は短母

音ですが，両者は単に長さが異なるだけでなく，

音質そのものが違います。英音における長母音

の/ /は，日本語の「オー」に近い母音ですが，

唇はかなり強く丸められます。一方，短母音の

//は，日本語の「オ」よりも口の開きが大きく，

唇の丸めも弱いため，むしろ日本語の「オ」と

「ア」の中間くらいの響きになります。詳しくは，

小川（2009：5，17）および竹林・斎藤（2008：26，

34-35）をご参照ください。

さて，日本のほとんどの英和辞典は，大正時代

以来，長年にわたって音量表記（quantitative
 

transcription）あるいはジョーンズ式（Jonesian
 

system）と呼ばれる発音表記方式を採用してきま

した（『ジーニアス英和辞典』の発音表記も，

G3（2001）までこの方式でした）。この方式では，

beatと bitの母音は，それぞれ/i/と/i/のよう

に，poolと pullの母音は，それぞれ/u/と/u/の

ように表記されます。すなわち，音質の違う母音

にあえて同じ記号を用い，長さ（音量）の違いの

みを明示する方式です。

それに対し，ここ10年程の間に新たに出版（ま

たは改訂）された英和辞典の多くが採用している

のが，音質の違いと長さの違いの両方を明示する

音質音量表記（qualitative-quantitative transcrip-

tion）あるいはギムソン式（Gimsonian system）

と呼ばれる方式です（『ジーニアス英和辞典』も

G4（2006）から採用しています）。この方式では，

異なった音質の母音は異なった記号で表記されま

すので，beatと bitの母音は，それぞれ/i/と/I/

のように，poolと pullの母音は，それぞれ/u/

と/U/（または//）のように表記されます。今日

では，英国で出版されている全ての英語発音辞典

と学習英英辞典，および主要な一般英英辞典がこ
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の方式を採用しており，英音の発音表記における

事実上の世界標準となっています。

上述のように，英音において，音質の違う law

や talkの母音と lotや topの母音を，あえて同

じ記号を用いて，それぞれ/ /と//のように表

記するのは音量表記です。それに対し，音質音量

表記を世界的に普及させ，定着させた英国の音声

学者A.C.Gimson（1917-1985）は，その著書

（1962）において，lotや topの短母音を/ /の記

号で表記し，lawや talkの長母音/ /と区別し

ました。

音量表記は，使用する記号の数が少ないため，

一見，学習者の負担は軽減されるように思われま

す。しかし，いかなる発音表記にも必ず規約

（convention）が伴います（枡矢1976：102-103）。

音量表記は，/i，u， /と/i，u， /のように，表

記上は音質の違いを明示しませんが，その前提と

して「同じ記号であっても，長母音と短母音では

音質が異なる」という規約が存在します。このよ

うな規約は，学習者にとって分かりにくいばかり

でなく，そもそも知られていないというのが現状

でしょう。長年，音量表記が「/ /と//は長さ

が違うだけで音質は同じである」という誤解を学

習者に与えてきたことは否めません。なお，/ /

と//を含め，英語の母音の発音表記に関する問

題点を整理し，優れた改善案を提示している論文

に小林（2009）があります。

このような音量表記の問題は，本来は，音質音

量表記に変更することによって解決されるはずで

した。しかし，日本の英和辞典の場合，音量表記

から音質音量表記への移行が，なぜか中途半端に

なされたため，/I/と/U/（または//）の記号は採

用されたものの，/ /の記号は採用されませんで

した。その結果，/ /と//の区別は音量表記のま

ま放置され，音質音量表記の中に音量表記が混在

した状態になっていました。牧野（2006）は，

「/I，U/を採用している英和辞典は全てこの状態

にあ」ると述べ，このような表記方式の不備を批

判しています。「従来の Jones式の方がまだ一貫

性があった」との指摘は，全くその通りだと思い

ます。音質音量表記を採用していながら，/ /と

//という表記を残したままでは，かえって

「/ /と//の音質は同じである」という誤解にお

墨付きを与えるようなものでした。音質音量表記

では，異なった音質の母音であれば，異なった記

号で表記されるはずだからです。このような木に

竹を接いだような表記方式は，海外では見られな

い日本独特の方式です。

Gimson（1962）から半世紀以上経ってしまい

ましたが，遅れ馳せながらG5が/ /の記号を採

用したことで，母音の発音表記に関する理論的な

問題も教育的な問題も，ようやく解決されたと考

えています。以上，ご参考になれば幸いです。
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■Question Box質問募集■

質問は随時募集しています。郵便かＥメールでお送りくだ

さい。内容は発音・文法・語法など英語に関するものなら何

でも結構です。初歩的な疑問や「生徒にどう説明すべきか」

といった指導方法に関する質問も歓迎いたします。

＊宛先：〒113-8541 文京区湯島2-1-1 大修館書店『英語

教育』QB係。Ｅメールの場合は件名を必ず「QB質問」

としてください。email：eigokyoiku＠taishukan.co.jp

＊質問の引用文には著者名・書名・出版社・出版年・引用頁

を示し，該当頁のコピーを添えてください。

＊なお，採用の場合，当該記事は小誌の紙版・電子版両方に

掲載させていただきます。予めご了承ください。

＊お寄せいただいた質問の採用諾否についてのお問い合わせ

は，申し訳ありませんが，ご遠慮ください。

◆特集
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